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<研究概要>

A-1)テナガザル類の生物地理学的ならびに医生物学的
研究

平井啓久,宮部資子 (人類進化モデル研究センター),

WijayantoH.(ガジャマダ大学講師),perwitasari-Farajallah
D.(ボゴール農科大学講師)
インドネシア･中央ジャワの動物園においてシャーマ

ンおよびボルネオシロヒゲテナガザル (合計 14個体)
の血液採取,染色体標本作製,DNA抽出ならびに血液生
化学的分析を行った.並行して麻酔の質の向上を目指

した方法の検討 (麻酔薬の併用,麻酔効果の評価)も予
備的に行った.個体の外部形態および毛色撮影写真か

ら種を同定し,現在迫伝的解析を行っている.

A-2)マダガスカル原猿類の染色体進化
平井百合子,平井啓久

アイアイの全染色体の染色体顕微切断法を用いて彩

色プローブを作製し,マダガスカル原猿類 (ワオキツネ
ザル,チャイロキツネザル,シフアカ,ネズミキツネザ

ル,イタチキツネザル)および外群としてオオギャラゴ
の染色体分化を,典色体彩色解析法で分析した.

A-3)ヨザルの染色体分化の解析

平井百合子,森本真弓 (人類進化モデル研究センター)

兼子明久 (人類進化モデル研究センター),釜中慶朗

(人類進化モデル研究センター),平井啓久
ヨザルで発見した血液キメラの発生機序を,血液培

義,皮膚培養,染色体顕微プローブ作製法,ならびに蛍

光インサイチュ-ハイブリダイゼーション法を用いて

解析した.その結果,マ-モセット亜科に見られる胎児

間血液キメラとは異なり,ヨザル個体内の血液幹細胞
で自然発生的に起った染色体変異の定着による血液キ

メラと推測した.

A-4)コモンマ-モセットのてんかんモデル開発につい
ての検討

宮部氏子 (人類進化モデル研究センター),森本真弓(人

析進化モデル研究センター),兼子明久 (人析進化モデ

ル研死センター),釜中慶朗 (人析進化モデル研究セン

ター),平井百合子,平井啓久
てんかん様症状を呈するメス個体の行助をビデオ授

形し,発症状況の憶様から‡.1性てんかんと診断した.木

偶肘こ紫苑させ,てんかん家系を作刺中である.てんか

ん問迎迫伝子を含むヒトBACクローンを用いて,コモ
ンマ-モセットの汲色体上の相同部位をFISH法によっ
て確認した.

A-5)チャイロキツネザル種間雑種集団の生態学的およ
び迫伝学的研究

田中美希子,田中洋之 (免田迫伝分野),平井啓久

本研究は,マダガス身ルのベレンティ私設保護区に
生息するチャイロキツネザル雑種典団の生態学的およ

び遺伝学的特徴を明らかにすることを目的としている.

今年度は,この集団の雑種化の状況を調査するために

マイクロサテライ トDNA分析を昨年度から引き続き
おこない,その結果をこれまでの分析結果 (染色体 ･ミ

トコンドリア DNA)とあわせてまとめ,第23回日本霊
長類学会大会で発表した.また,生息地利用と社会構造
についての分析結果をまとめた論文が雑誌に掲載され
た.

B･1)視覚光受容蛋白質の研究

今井啓雄,針貝英樹

ニホンザルの光受容蛋白質ロドプシンのcDNAをク
ローニングし,HEK293細胞で発現させた琵白質の機能

解析を行った.ヒドロキシルアミンに対する耐性がウ

シロドプシンに比べて低かったため,部位特Tt.的変異
体を作製して原因となる部位を探索した.立体梢造を

参考に二カ所のアミノ酸残基を同定したが,この部位
はヒドロキシルアミンに対する耐性が著しく低い錐体

光受容蛋白質でもニホンザルロドプシンと同じタイプ

であった.そこで,カニクイザル錐体光受容蛋白rrのこ

の部位をウシロドプシン型に変兄させたところ,ヒド
ロキシルアミンに対する耐性が上昇することがわかっ
た.

B-2)キツネザル喚党リガンドの探索

針貝美樹,今井啓雄,窮近功 (退化生物学研究所)
ワオキツネザル,チャイロキツネザル,クロキツネザ

ルの皮脂腺から分泌される化学物矧 こついて,ガスク

ロマ トグラフィー連動型質爪分析計 (GC-MS)を用い
て成分分析を行った.それぞれに特jTq.的など-クが検

出されたため,化学物質候補を推定した.

B-3)チンパンジー味覚受容体の多型解析

今井啓雄,平井百合子,平井啓久

所内チンパンジーの個体別に,味覚受容体について

遺伝子多型を解析した.特定の味覚受容体について,節
奇の遺伝子多型が存在することが判明した.

C-1)霊長類機能遺伝子の網羅的発現プロファイルに関
する研究

中村仲,光永総子,出井早苗,中村諭香,ジョン･アラム

i)マカク柄の正常および病理組織における主要機他

迫伝子の発現プロファイルについて,DNAチップおよ
び RealTimeRTIPCRで比較検討している.
ii)霊長糊代安和におけるThlrrh2サイ トカインとそ
の受容体の迫伝子発現特性について解析した (ジョ

ン･アラム,他).

t-2)霊長類でのバイオメディカル研究

中村仲,光永総子,出井早苗,中村諭香
サルモデルを活用した以下のバイオメディカル研究

を展開している.

i)ディゼル排気微粒子成分などl'ナノ粒子の生体影響

についてゲノミックス評価試験を展開している.(武田

健 (東京理科大 ･薬学部),菅又昌雄 (栃木臨床病理研究
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所)らとの共同研究).

ii)疾病 (ガン･糖尿病)個体における特定機能遺伝子

の探索など,疾病に関わる分子病理学的研究を進めて

いる.(山手丈二 (大阪府立大学･獣医学部)らとの共同研

究).

iii)機能性食品 (イヌリンなど)および漢方薬剤 6)の

体調機能 ･作用の分子基盤解析を通じて,それらのハイ

スループ ト評価系の確立を目指している.(富山大学大

学院医学薬学研究部 (医学)らとの共同研究).

iiii)腸内細菌叢 (フローラ)の動態について糞便を用

いたPCR解析法を検討している.

C-3)サルBウイルスおよび関連-ルペスウイルスに関
する研究

光永総子,中村伸,リチャー ド･エバリー (オクラホマ

大学)

他の-ルペスウイルスとは異なる,BV特有の感染感

受性や感染機序について検討を進めている.

C-4)組織因子 (TissueFactor:TF,CD142)に関する分
子細胞生物学的研究

中村仲

TFのモノクローナル抗体の作製,特性解析,EIA応用

など迎めている.(田中英之 (三菱化学メディェンス)と

の共同研究).

<研究概要>
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